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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１アンテナで受信したデータ信号を含む第１放送波、及び、第２アンテナで受信した
第２放送波の受信処理を行う第１受信モードと、前記第１及び第２アンテナで受信した前
記第２放送波の受信処理を行う第２受信モードとを切り替える制御部を備え、
　前記制御部は、前記第２受信モードのとき、
　　前記第２放送波の受信品質に応じた閾値を設定し、
　　暫定的に切り替えた前記第１受信モードでの前記第１放送波の受信品質及び前記閾値
に基づき、前記第１受信モードへ確定的に切り替えるかを判定する、
　放送受信装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第２受信モードのとき、
　　前記第２放送波の受信品質が高くなるほど、前記閾値を、連続的に、あるいは、段階
的に小さく設定し、
　　前記暫定的に切り替えた前記第１受信モードでの前記第１放送波の受信品質が、前記
設定された閾値よりも高いときに、受信モードを確定的に前記第１受信モードに切り替え
る、
　ことを特徴とする請求項１に記載の放送受信装置。
【請求項３】
　前記制御部は、受信モードが前記第２受信モードのときには、前記暫定的な前記第１受
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信モードへの切り替え及び前記判定を定期的に行う、ことを特徴とする請求項１又は２に
記載の放送受信装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第１放送波の電界強度に基づいて、前記第１放送波の受信品質を評
価する、ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の放送受信装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１放送波におけるノイズレベルに更に基づいて、前記第１放送波
の受信品質を評価する、ことを特徴とする請求項４に記載の放送受信装置。
【請求項６】
　前記第１アンテナに接続された第１受信部と；
　前記第２アンテナに接続された第２受信部と；
　前記第１放送波の受信結果に含まれるデータ信号を復号する第１信号処理部と；
　前記第２放送波の受信結果を処理する第２信号処理部と；を更に備え、
　前記制御部は、
　　前記第１受信モードのときには、前記第１受信部から送られる出力信号の処理を、前
記第１信号処理部に行わせるとともに、前記第２受信部から送られる出力信号の処理を、
前記第２信号処理部に行わせ、
　　前記第２受信モードのときには、前記第１受信部から送られる出力信号と前記第２受
信部から送られる出力信号とを合成した合成信号の処理を、前記第２信号処理部に行わせ
る、
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の放送受信装置。
【請求項７】
　前記データ信号は、道路交通情報を担った信号である、ことを特徴とする請求項１～６
のいずれか一項に記載の放送受信装置。
【請求項８】
　第１アンテナで受信したデータ信号を含む第１放送波、及び、第２アンテナで受信した
第２放送波の受信処理を行う第１受信モードと、前記第１及び第２アンテナで受信した前
記第２放送波の受信処理を行う第２受信モードとを切り替える制御部を備える放送受信装
置において使用される放送受信方法であって、
　前記第２受信モードのとき、
　前記制御部が、前記第２放送波の受信品質に応じた閾値を設定する閾値設定工程と；
　暫定的に切り替えた前記第１受信モードでの前記第１放送波の受信品質及び前記閾値に
基づき、前記制御部が、前記第１受信モードへ確定的に切り替えるかを判定する判定工程
と；
　を備える放送受信方法。
【請求項９】
　放送受信装置が有するコンピュータに、請求項８に記載の放送受信方法を実行させる、
ことを特徴とする放送受信プログラム。
【請求項１０】
　放送受信装置が有するコンピュータにより、請求項９に記載の放送受信プログラムが読
み取り可能に記録されている、ことを特徴とする記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送受信装置、放送受信方法、放送受信プログラム、及び、当該放送受信プ
ログラムが記録された記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、車両等の移動体に搭載され、ラジオ放送波などの放送波を受信する放送受信
装置が広く普及している。こうした放送受信装置に関する技術の進展は目覚ましく、ラジ
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オ放送の副搬送波の一部を用いてデータ信号を多重伝送する情報伝送システムが実用化さ
れている。
【０００３】
　例えば、欧州において実施されているラジオデータシステム（ＲＤＳ）では、選局中の
放送局が放送している番組と同一の番組を放送している放送局の選局周波数の情報（ＡＦ
（Alternative Frequency）リスト）等を担ったデータ信号が多重伝送されている。こう
した場合には、各時点における最適な放送局を選局するために、ＡＦリストを参照して、
当該ＡＦリストに登録されている放送局のそれぞれの放送波の受信品質を検出する代替放
送局のシークが可能となる。この結果、特定の番組を再生するために最適な放送局を選局
することができるようになっている。
【０００４】
　かかる背景のもと、２つのチューナを備える構成を採用し、メインチューナにおいて特
定の番組を再生するための選局を行い、サブチューナにおいて代替放送局それぞれの放送
波の受信品質を検出するための選局を行う技術が提案されている（特許文献１参照：以下
、「従来例」と呼ぶ）。この従来例の技術では、メインチューナ及びサブチューナが、互
いに異なるアンテナに接続されるようになっている。
【０００５】
　そして、双方の受信信号の受信状態が良好であると判定されたときには、メインチュー
ナとサブチューナとを独立に動作可能とし、メインチューナに、番組を再生するための選
局中の放送局（以下、「希望局」という）を選局させるとともに、サブチューナに、当該
希望局とは異なる放送局を選局させる（以下、この受信モードを「独立動作受信モード」
とも記す）。一方、希望局の放送波の受信品質が低下した場合には、メインチューナ及び
サブチューナに希望局を選局させ、２つのチューナから出力される信号を合成するフェー
ズダイバーシティ受信モードに移行させるようになっている。
【０００６】
　ところで、特定の番組の継続的な再生品質の維持のためには、希望局の放送波の受信品
質が低下した場合にこそ、代替放送局のシークが必要となる。このため、従来例では、フ
ェーズダイバーシティ受信モードへの移行後、一定期間を経過したとき、又は、一定の周
期で、フェーズダイバーシティ受信モードを解除し、代替局シークを行うようになってい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－６０６２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　さて、多重伝送されるデータ信号には、例えば、道路交通情報が含まれる場合がある。
こうした道路交通情報は、全ての放送局から放送されるとは限らない。このため、道路交
通情報の取得と、所望の番組の再生とを両立させるためには、２チューナ構成が必要とな
る。また、所望の番組の再生品質を維持するためには、従来例の技術のように、メインチ
ューナ及びサブチューナが、互いに異なるアンテナに接続したうえで、フェーズダイバー
シティ受信モードによる動作を可能とすることが望ましい。
【０００９】
　ところで、道路交通情報のように車両の運転に際しての重要情報の取得を行う場合には
、当該重要情報の取得を極力できるようにする必要があるので、従来例のように、所望の
番組の再生品質の維持の必要性があるからいって、無条件でフェーズダイバーシティ受信
モードに移行することは、望ましくない。また、従来例のように、フェーズダイバーシテ
ィ受信モードに移行後、一定期間を経過したとき、又は、一定の周期で、フェーズダイバ
ーシティ受信モードを解除し独立受信モードに遷移するようにするのでは、当該重要情報
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の取得に貢献できないタイミングでモード遷移が行われることがある。このため、当該重
要情報の取得に貢献できず、かつ、所望の番組の再生品質を低下させるのみである事態を
発生させることがある。
【００１０】
　このため、放送信号にデータ信号を含んだ放送局から送信される放送波、及び、当該放
送局とは異なる放送局から送信される放送波を受信するに際して、道路交通情報等のよう
な重要情報の取得を極力確保するとともに、放送番組の再生品質の確保にも貢献すること
ができる技術が望まれている。かかる要請に応えることが、本発明が解決すべき課題の一
つとして挙げられる。
【００１１】
　本発明は、上記の事情を鑑みてなされたものであり、放送信号にデータ信号を含んだ放
送を受信し、適切な受信処理を行うことができる新たな放送受信装置及び放送受信方法を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　請求項１に記載の発明は、第１アンテナで受信したデータ信号を含む第１放送波、及び
、第２アンテナで受信した第２放送波の受信処理を行う第１受信モードと、前記第１及び
第２アンテナで受信した前記第２放送波の受信処理を行う第２受信モードとを切り替える
制御部を備え、前記制御部は、前記第２受信モードのとき、前記第２放送波の受信品質に
応じた閾値を設定し、暫定的に切り替えた前記第１受信モードでの前記第１放送波の受信
品質及び前記閾値に基づき、前記第１受信モードへ確定的に切り替えるかを判定する、放
送受信装置である。
【００１３】
　請求項８に記載の発明は、第１アンテナで受信したデータ信号を含む第１放送波、及び
、第２アンテナで受信した第２放送波の受信処理を行う第１受信モードと、前記第１及び
第２アンテナで受信した前記第２放送波の受信処理を行う第２受信モードとを切り替える
制御部を備える放送受信装置において使用される放送受信方法であって、前記第２受信モ
ードのとき、前記制御部が、前記第２放送波の受信品質に応じた閾値を設定する閾値設定
工程と；暫定的に切り替えた前記第１受信モードでの前記第１放送波の受信品質及び前記
閾値に基づき、前記制御部が、前記第１受信モードへ確定的に切り替えるかを判定する判
定工程と；を備える放送受信方法である。
【００１４】
　請求項９に記載の発明は、放送受信装置が有するコンピュータに、請求項８に記載の放
送受信方法を実行させる、ことを特徴とする放送受信プログラムである。
【００１５】
　請求項１０に記載の発明は、放送受信装置が有するコンピュータにより、請求項９に記
載の放送受信プログラムが読み取り可能に記録されている、ことを特徴とする記録媒体で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係る放送受信装置の構成を概略的に示すブロック図である
。
【図２】図１の再生処理ユニットの構成を示すブロック図である。
【図３】図１の受信制御ユニットの構成を示すブロック図である。
【図４】図３の検出部１８１1の構成を示すブロック図である。
【図５】図４のＢＰＦ２１４1の特性を示す図である。
【図６】図４のＢＰＦ２１５1の特性を示す図である。
【図７】図３の検出部１８１2の構成を示すブロック図である。
【図８】図１の装置による受信モードの切り替え制御処理を説明するためのフローチャー
トである。
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【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施形態を、図１～図８を参照して説明する。本実施形態においては
、車両内に配置され、放送信号にデータ信号を含んだＦＭ放送波を受信して処理するＦＭ
ラジオ受信装置を例示して説明する。そして、本実施形態のＦＭラジオ受信装置は、当該
データ信号の中に「道路交通情報」を担った信号が含まれる場合には、当該道路交通情報
を反映した画像を再生表示する機能を有しているものとする。なお、以下の説明及び図面
においては、同一又は同等の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。
【００１８】
　［構成］
　図１には、一実施形態に係る放送受信装置１００の概略的な構成がブロック図にて示さ
れている。図１に示されるように、放送受信装置１００は、２個のアンテナ１１０1，１
１０2と、２個のＲＦ処理ユニット１２０1，１２０2と、再生処理ユニット１３０とを備
えている。また、放送受信装置１００は、入力ユニット１４０と、音出力ユニット１５０
と、表示ユニット１６０とを備えている。さらに、放送受信装置１００は、受信制御ユニ
ット１８０を備えている。
【００１９】
　上記のアンテナ１１０1，１１０2は、放送波を受信する。アンテナ１１０1による受信
信号ＲＦＳ1は、ＲＦ処理ユニット１２０1へ送られる。また、アンテナ１１０2による受
信信号ＲＦＳ2は、ＲＦ処理ユニット１２０2へ送られる。
【００２０】
　上記のＲＦ処理ユニット１２０1は、アンテナ１１０1から送られた受信信号ＲＦＳ1を
受ける。ＲＦ処理ユニット１２０1は、受信制御ユニット１８０から送られた選局指令Ｃ
ＳＬ1に従って、選択すべき物理チャンネルの信号を受信信号ＲＦＳ1から抽出する選局処
理を行う。ＲＦ処理ユニット１２０1による選局結果は、信号ＩＦＤ1として、再生処理ユ
ニット１３０及び受信制御ユニット１８０へ送られる。
【００２１】
　上記のＲＦ処理ユニット１２０2は、アンテナ１１０2から送られた受信信号ＲＦＳ2を
受ける。ＲＦ処理ユニット１２０2は、受信制御ユニット１８０から送られた選局指令Ｃ
ＳＬ2に従って、選択すべき物理チャンネルの信号を受信信号ＲＦＳ2から抽出する選局処
理を行う。ＲＦ処理ユニット１２０2による選局結果は、信号ＩＦＤ2として、再生処理ユ
ニット１３０へ送られる。
【００２２】
　ＲＦ処理ユニット１２０j（ｊ＝１，２）は、入力フィルタと、高周波増幅器（ＲＦ－
ＡＭＰ：Radio Frequency-Amplifier）と、バンドパスフィルタ（以下、「ＲＦフィルタ
」とも呼ぶ）とを備えている。また、ＲＦ処理ユニット１２０jは、ミキサ（混合器）と
、中間周波フィルタ（以下、「ＩＦフィルタ」と呼ぶ）と、ＡＤ（Analogue to Digital
）変換器と、局部発振回路（ＯＳＣ）とを備えている。
【００２３】
　ここで、入力フィルタは、対応するアンテナ１１０jから送られた受信信号ＲＦＳjの低
周波成分を遮断するハイパスフィルタである。高周波増幅器は、入力フィルタを通過した
信号を増幅する。ＲＦフィルタは、高周波増幅器から出力された信号のうち、高周波帯の
信号を選択的に通過させる。ミキサは、ＲＦフィルタを通過した信号と、局部発振回路か
ら供給された局部発振信号とを混合する。
【００２４】
　ＩＦフィルタは、ミキサから出力された信号のうち、予め定められた中間周波数範囲の
信号を選択して通過させる。こうしてＩＦフィルタを通過した信号は、信号ＩＦＳjとし
て、ＡＤ変換器へ送られる。ＡＤ変換器は、信号ＩＦＳjをＡＤ変換して中間周波信号Ｉ
ＦＤjを生成する。
【００２５】
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　なお、局部発振回路は、電圧制御等により発振周波数の制御が可能な発振器等を備えて
構成される。この局部発振回路は、受信制御ユニット１８０から送られた選局指令ＣＳＬ

jに従って、選局すべき希望局に対応する周波数の局部発振信号を生成し、ミキサへ供給
する。
【００２６】
　本実施形態では、アンテナ１１０1が第１のアンテナに対応し、ＲＦ処理ユニット１２
０1が、第１の受信部の機能を果たすようになっている。また、アンテナ１１０2が第２の
アンテナに対応し、ＲＦ処理ユニット１２０2が、第２の受信部の機能を果たすようにな
っている。
【００２７】
　上記の再生処理ユニット１３０は、受信制御ユニット１８０による制御もとで、ＲＦ処
理ユニット１２０1，１２０2から送られる信号ＩＦＤ1，ＩＦＤ2の処理を行う。そして、
再生処理ユニット１３０は、受信した放送波に「道路交通情報」を担ったデータ信号が含
まれている場合には、当該データ信号に基づき表示ユニット１６０へ供給する道路交通情
報の画像データＩＤＴを生成する。また、再生処理ユニット１３０は、受信した放送波に
含まれる音声信号に基づき音出力ユニット１５０へ供給する音声データＡＤＴを生成する
。再生処理ユニット１３０の構成の詳細については、後述する。
【００２８】
　上記の入力ユニット１４０は、放送受信装置１００の本体部に設けられたキー部、及び
／又はキー部を備えるリモート入力装置等により構成される。ここで、本体部に設けられ
たキー部としては、表示ユニット１６０の表示デバイスに設けられたタッチパネルを用い
ることができる。また、キー部を有する構成に代えて、又は併用して音声認識技術を利用
して音声にて入力する構成を採用することもできる。
【００２９】
　この入力ユニット１４０を利用者が操作することにより、放送受信装置１００の動作内
容の設定や動作指令の入力が行われる。例えば、選局設定指定等の利用者による入力が、
入力ユニット１４０を利用して行われる。入力ユニット１４０への入力内容は、入力デー
タＩＰＤとして、受信制御ユニット１８０へ送られる。
【００３０】
　上記の音出力ユニット１５０は、（ｉ）再生処理ユニット１３０から送られた音声デー
タＡＤＴをアナログ信号に変換するＤＡ（Digital to Analogue）変換器と、（ii）当該
ＤＡ変換器から出力されたアナログ信号を増幅する増幅器と、（iii）増幅されたアナロ
グ信号を音声に変換するスピーカとを備えて構成されている。この音出力ユニット１５０
は、選局されているチャンネルの放送波に対応する放送音声を再生出力する。
【００３１】
　上記の表示ユニット１６０は、例えば、（ｉ）液晶パネル、有機ＥＬ（Electro Lumine
scence）パネル、ＰＤＰ（Plasma Display Panel）等の表示デバイスと、（ii）再生処理
ユニット１３０から送られた画像データＩＤＴに基づいて、当該表示デバイスに画像を表
示させる表示制御回路とを備えている。この表示ユニット１６０は、「道路交通情報」を
反映した画像を再生表示する。
【００３２】
　上記の受信制御ユニット１８０は、様々な処理を行うとともに、放送受信装置１００の
全体の動作を制御する。受信制御ユニット１８０の構成の詳細については、後述する。
【００３３】
　＜再生処理ユニット１３０の構成＞
　次に、再生処理ユニット１３０の構成について説明する。再生処理ユニット１３０は、
図２に示されるように、信号合成部１３１と、検波部１３２1と、検波部１３２2と、デー
タ信号用復号部１３３と、ステレオ復調部１３４とを備えている。
【００３４】
　上記の信号合成部１３１は、ＲＦ処理ユニット１２０1，１２０2のそれぞれから送られ
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た信号ＩＦＤ1，ＩＦＤ2を受ける。そして、信号合成部１３１は、受信制御ユニット１８
０による制御のもとで、信号合成処理を行う。
【００３５】
　この信号合成部１３１は、受信制御ユニット１８０から送られた合成制御指令ＳＮＣに
より信号ＩＦＤ1，ＩＦＤ2を合成すべきではないこと（後述する「第１の受信モード」）
が指定された場合には、信号合成を行わず、ＲＦ処理ユニット１２０1から送られた信号
ＩＦＤ1を検波部１３２1へ送るとともに、ＲＦ処理ユニット１２０2から送られた信号Ｉ
ＦＤ2を、信号ＳＮＤとして検波部１３２2及び受信制御ユニット１８０へ送る。また、信
号合成部１３１は、受信制御ユニット１８０から送られた合成制御指令ＳＮＣにより信号
ＩＦＤ1，ＩＦＤ2を合成すべきこと（後述する「第２の受信モード」）が指定された場合
には、信号ＩＦＤ1，ＩＦＤ2の２つの信号の合成を行い、合成された信号を、信号ＳＮＤ
として検波部１３２2及び受信制御ユニット１８０へ送る。
【００３６】
　上記の検波部１３２1は、信号合成部１３１から送られた信号ＩＦＤ1を受ける。そして
、検波部１３２1は、当該信号に対して、所定方式でデジタル検波処理を施して検波信号
ＤＴＤ1を生成する。こうして生成された検波信号ＤＴＤ1は、データ信号用復号部１３３
へ送られる。
【００３７】
　上記の検波部１３２2は、信号合成部１３１から送られた信号ＳＮＤを受ける。そして
、検波部１３２2は、当該信号に対して、検波部１３２1の場合と同様の所定方式でデジタ
ル検波処理を施して検波信号ＤＴＤ2を生成する。こうして生成された検波信号ＤＴＤ2は
、ステレオ復調部１３４へ送られる。
【００３８】
　上記のデータ信号用復号部１３３は、検波部１３２1から送られた検波信号ＤＴＤ1を受
ける。データ信号用復号部１３３は、検波信号ＤＴＤ1を受けると、「道路交通情報」を
担うデータ信号のブロック同期の確立処理を行う。そして、データ信号用復号部１３３は
、当該データ信号のブロック同期が取れている間には、ブロック同期が取れている旨の同
期報告ＳＹＮを受信制御ユニット１８０へ送り、当該データ信号のブロック同期が取れて
いない間には、ブロック同期が取れていない旨の同期報告ＳＹＮを受信制御ユニット１８
０へ送る。
【００３９】
　また、データ信号用復号部１３３は、「道路交通情報」を担うデータ信号のブロック同
期が取れている間に、検波信号ＤＴＤ1に対して、データ信号用の復号処理を施し、「道
路交通情報」に関する画像データＩＤＴを生成する。こうして生成された画像データＩＤ
Ｔは、表示ユニット１６０へ送られる。
【００４０】
　上記のステレオ復調部１３４は、検波部１３２2から送られた検波信号ＤＴＤ2を受ける
。そして、ステレオ復調部１３４は、検波信号ＤＴＤ2に対して、セパレーション処理を
含めたステレオ復調処理を施し、音声データＡＤＴを生成する。こうして生成された音声
データは、音出力ユニット１５０へ送られる。
【００４１】
　本実施形態では、検波部１３２1及びデータ信号用復号部１３３が、第１の信号処理部
の機能を果たすようになっている。また、検波部１３２2及びステレオ復調部１３４が、
第２の信号処理部の機能を果たすようになっている。
【００４２】
　＜受信制御ユニット１８０の構成＞
　次いで、受信制御ユニット１８０の構成について説明する。受信制御ユニット１８０は
、図３に示されるように、検出部１８１1，１８１2と、制御部１８５とを備えている。
【００４３】
　上記の検出部１８１1は、ＲＦ処理ユニット１２０1から送られた信号ＩＦＤ1を受ける
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。そして、検出部１８１1は、信号ＩＦＤ1の受信品質に関する情報を検出し、当該受信品
質に関する情報の検出結果を制御部１８５へ送る。上記の検出部１８１2は、信号合成部
１３１から送られた信号ＳＮＤを受ける。そして、検出部１８１2は、信号ＳＮＤの受信
品質に関する情報を検出し、当該受信品質に関する情報の検出結果を制御部１８５へ送る
。ここで、制御部１８５の説明に先立って、検出部１８１1，１８１2の構成の詳細につい
て説明する。
【００４４】
　（検出部１８１1の構成）
　まず、上述した検出部１８１1の構成について説明する。検出部１８１1は、図４に示さ
れるように、レベル検出部２１１1と、振幅変調（ＡＭ）成分抽出部２１２1と、レベル検
出部２１３1とを備えている。また、検出部１８１1は、バンドパスフィルタ（ＢＰＦ）部
２１４1，２１５1と、レベル検出部２１６1，２１７1とを備えている。
【００４５】
　上記のレベル検出部２１１1は、ＲＦ処理ユニット１２０1から送られた信号ＩＦＤ1を
受ける。そして、レベル検出部２１１1は、信号ＩＦＤ1のレベルを検出する。このレベル
検出部２１１1による検出結果は、ＲＦ処理ユニット１２０1により選局されている放送局
の放送波の電界強度を反映したものとなっている。レベル検出部２１１1による検出結果
は、信号レベルＳＬＤ1として、制御部１８５へ送られる。
【００４６】
　上記のＡＭ成分抽出部２１２1は、ＲＦ処理ユニット１２０1から送られた信号ＩＦＤ1

を受ける。そして、ＡＭ成分抽出部２１２1は、信号ＩＦＤ1のＡＭ変調成分を抽出する。
かかるＡＭ変調成分は、マルチパスフェージングの影響により発生するものである。ＡＭ
成分抽出部２１２1による抽出結果は、信号ＭＰＤ1として、レベル検出部２１３1へ送ら
れる。
【００４７】
　上記のレベル検出部２１３1は、ＡＭ成分抽出部２１２1から送られた信号ＭＰＤ1を受
ける。そして、レベル検出部２１３1は、信号ＭＰＤ1のレベルを検出する。このレベル検
出部２１３1による検出結果は、マルチパスフェージングの影響度を反映したものとなっ
ている。レベル検出部２１３1による検出結果は、マルチパスレベルＭＰＬ1として、制御
部１８５へ送られる。
【００４８】
　上記のＢＰＦ部２１４1は、ＲＦ処理ユニット１２０1から送られた信号ＩＦＤ1を受け
る。そして、ＢＰＦ部２１４1は、選局指定されている放送局の中心周波数よりも周波数
の低い下方隣接局の中心周波数を中心とする狭帯域の成分を通過させる。ＢＰＦ部２１４

1を通過した信号ＮＭＤ1は、レベル検出部２１６1へ送られる。図５には、ＢＰＦ部２１
４1の通過率の周波数変化特性の例が示されている。
【００４９】
　ここで、図５においては、選局指定されている放送局の中心周波数ＩＦ0より周波数の
低い下方隣接局の中心周波数が「ＩＦ-」として示され、当該中心周波数ＩＦ0より周波数
の高い上方隣接局の中心周波数が「ＩＦ+」として示されている。また、図５においては
、選局指定されている放送局の信号の周波数分布の例が曲線ＳＰ0（Ｆ）として示され、
下方隣接局及び上方隣接局の信号の周波数分布の例が曲線ＳＰ-（Ｆ），ＳＰ+（Ｆ）とし
て示されている。こうした図５における表記は、後述する図６においても同様となってい
る。
【００５０】
　上記のＢＰＦ部２１５1は、ＲＦ処理ユニット１２０1から送られた信号ＩＦＤ1を受け
る。そして、ＢＰＦ部２１５1は、上述した周波数ＩＦ+を中心とする狭帯域の成分を通過
させる。ＢＰＦ部２１５1を通過した信号ＮＰＤ1は、レベル検出部２１７1へ送られる。
図６には、ＢＰＦ部２１５1の通過率の周波数変化特性の例が示されている。
【００５１】
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　上記のレベル検出部２１６1は、ＢＰＦ部２１４1から送られた信号ＮＭＤ1を受ける。
そして、レベル検出部２１６1は、信号ＮＭＤ1のレベルを検出する。このレベル検出部２
１６1による検出結果は、周波数ＩＦ-を中心周波数とする下方隣接局の電界強度、ひいて
は信号ＩＦＤ1における下方隣接局の信号の混入度を反映している。レベル検出部２１６1

による検出結果は、下方隣接局レベルＮＬＭ1として、制御部１８５へ送られる。
【００５２】
　上記のレベル検出部２１７1は、ＢＰＦ部２１５1から送られた信号ＮＰＤ1を受ける。
そして、レベル検出部２１７1は、信号ＮＰＤ1のレベルを検出する。このレベル検出部２
１７1による検出結果は、周波数ＩＦ+を中心周波数とする上方隣接局の電界強度、ひいて
は信号ＩＦＤ1における上方隣接局の信号の混入度を反映している。レベル検出部２１７1

による検出結果は、上方隣接局レベルＮＬＰ1として、制御部１８５へ送られる。
【００５３】
　（検出部１８１2の構成）
　次に、上述した検出部１８１2の構成について説明する。検出部１８１2は、図７に示さ
れるように、レベル検出部２１１2と、ＡＭ成分抽出部２１２2と、レベル検出部２１３2

とを備えている。また、検出部１８１2は、ＢＰＦ部２１４2，２１５2と、レベル検出部
２１６2，２１７2とを備えている。
【００５４】
　上記のレベル検出部２１１2は、信号合成部１３１から送られた信号ＳＮＤを受ける。
そして、レベル検出部２１１2は、信号ＳＮＤのレベルを検出する。このレベル検出部２
１１2による検出結果は、後述する「第２の受信モード」においては、ＲＦ処理ユニット
１２０1，１２０2により選局されている希望局の放送波の電界強度を反映したものとなっ
ている。レベル検出部２１１2による検出結果は、信号レベルＳＬＤ2として、制御部１８
５へ送られる。
【００５５】
　上記のＡＭ成分抽出部２１２2は、信号合成部１３１から送られた信号ＳＮＤを受ける
。そして、ＡＭ成分抽出部２１２2は、信号ＳＮＤのＡＭ変調成分を抽出する。ＡＭ成分
抽出部２１２2による抽出結果は、信号ＭＰＤ2として、レベル検出部２１３2へ送られる
。
【００５６】
　上記のレベル検出部２１３2は、ＡＭ成分抽出部２１２2から送られた信号ＭＰＤ2を受
ける。そして、レベル検出部２１３2は、信号ＭＰＤ2のレベルを検出する。レベル検出部
２１３2による検出結果は、マルチパスレベルＭＰＬ2として、制御部１８５へ送られる。
【００５７】
　上記のＢＰＦ部２１４2は、信号合成部１３１から送られた信号ＳＮＤを受ける。そし
て、ＢＰＦ部２１４2は、選局指定されている放送局の中心周波数よりも周波数の低い下
方隣接局の中心周波数を中心とする狭帯域の成分を通過させる。ＢＰＦ部２１４2を通過
した信号ＮＭＤ2は、レベル検出部２１６2へ送られる。なお、ＢＰＦ部２１４2の通過率
の周波数変化特性は、ＢＰＦ部２１４1の場合と同様となっている（図５参照）。
【００５８】
　上記のＢＰＦ部２１５2は、信号合成部１３１から送られた信号ＳＮＤを受ける。そし
て、ＢＰＦ部２１５2は、選局指定されている放送局の中心周波数よりも周波数の高い上
方隣接局の中心周波数を中心とする狭帯域の成分を通過させる。ＢＰＦ部２１５2を通過
した信号ＮＰＤ2は、レベル検出部２１７2へ送られる。なお、ＢＰＦ部２１５2の通過率
の周波数変化特性は、ＢＰＦ部２１５1の場合と同様となっている（図６参照）。
【００５９】
　上記のレベル検出部２１６2は、ＢＰＦ部２１４2から送られた信号ＮＭＤ2を受ける。
そして、レベル検出部２１６2は、信号ＮＭＤ2のレベルを検出する。このレベル検出部２
１６2による検出結果は、信号ＳＮＤにおける下方隣接局の信号の混入度を反映している
。レベル検出部２１６2による検出結果は、下方隣接局レベルＮＬＭ2として、制御部１８
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５へ送られる。
【００６０】
　上記のレベル検出部２１７2は、ＢＰＦ部２１５2から送られた信号ＮＰＤ2を受ける。
そして、レベル検出部２１７2は、信号ＮＰＤ2のレベルを検出する。このレベル検出部２
１７2による検出結果は、信号ＳＮＤにおける上方隣接局の信号の混入度を反映している
。レベル検出部２１７2による検出結果は、上方隣接局レベルＮＬＰ2として、制御部１８
５へ送られる。
【００６１】
　図３に戻り、上記の制御部１８５は、様々な処理を行うことにより、放送受信装置１０
０の機能を実現させる。この制御部１８５は、検出部１８１1から送られた信号レベルＳ
ＬＤ1、マルチパスレベルＭＰＬ1、下方隣接局レベルＮＬＭ1及び上方隣接局レベルＮＬ
Ｐ1を受ける。そして、制御部１８５は、これらのレベルＳＬＤ1，ＭＰＬ1，ＮＬＭ1，Ｎ
ＬＰ1に基づいて、信号ＩＦＤ1の受信品質を評価する。また、制御部１８５は、検出部１
８１2から送られた信号レベルＳＬＤ2、マルチパスレベルＭＰＬ2、下方隣接局レベルＮ
ＬＭ2及び上方隣接局レベルＮＬＰ2を受ける。そして、制御部１８５は、これらのレベル
ＳＬＤ2，ＭＰＬ2，ＮＬＭ2，ＮＬＰ2に基づいて、信号ＳＮＤの受信品質を評価する。ま
た、制御部１８５は、データ信号用復号部１３３から送られた同期報告ＳＹＮを受ける。
【００６２】
　そして、制御部１８５は、信号ＩＦＤ1の受信品質及び信号ＳＮＤの受信品質、並びに
、同期報告ＳＹＮの内容等に基づいて、放送受信装置１００における「第１の受信モード
」及び「第２の受信モード」の２つの受信モードの切り替え制御を行う。ここで、「第１
の受信モード（以下、「独立動作受信モード」ともいう）」とは、ＲＦ処理ユニット１２
０1に所望の「道路交通情報」を担ったデータ信号を含む放送を行う放送局（以下、「デ
ータ希望局」ともいう）から送信される放送波（第１の放送波：以下、「データ希望局放
送波」ともいう）を受信させるとともに、ＲＦ処理ユニット１２０2に音声放送を行って
いる放送局（以下、「音声希望局」ともいう）から送信される放送波（第２の放送波：以
下、「音声希望局放送波」ともいう）を受信させるモードである。また、「第２の受信モ
ード（以下、「ダイバーシティ受信モード」ともいう）」とは、ＲＦ処理ユニット１２０

1及びＲＦ処理ユニット１２０2に、音声希望局から送信される放送波を受信させるモード
である。
【００６３】
　ここで、「音声希望局」とは、特定した一の放送局をいうものではなく、利用者により
選局設定指定されている音声放送を行っている放送局をいう。
【００６４】
　かかる２つの受信モードの切り替え制御に際して、制御部１８５は、ＲＦ処理ユニット
１２０1へ選局指令ＣＳＬ1を送るとともに、ＲＦ処理ユニット１２０2へ選局指令ＣＳＬ2

を送る。また、制御部１８５は、再生処理ユニット１３０の信号合成部１３１へ向けて合
成制御指令ＳＮＣを送る。
【００６５】
　そして、制御部１８５は、「第１の受信モード」のときには、ＲＦ処理ユニット１２０

1から送られる信号ＩＦＤ1の処理を、検波部１３２1及びデータ信号用復号部１３３に行
わせるとともに、ＲＦ処理ユニット１２０2から送られる信号ＩＦＤ2の処理を、検波部１
３２2及びステレオ復調部１３４に行わせる。また、制御部１８５は、「第２の受信モー
ド」のときには、ＲＦ処理ユニット１２０1から送られる信号ＩＦＤ1と、ＲＦ処理ユニッ
ト１２０2から送られる信号ＩＦＤ2とを合成すべきことを指定した合成制御指令ＳＮＣを
信号合成部１３１へ送る。そして、制御部１８５は、信号合成部１３１により合成された
信号ＳＮＤの処理を、検波部１３２2及びステレオ復調部１３４に行わせる。
【００６６】
　制御部１８５が実行する受信モードの切り替え制御処理の詳細については、後述する。
【００６７】
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　［動作］
　以上のようにして構成された放送受信装置１００の動作について、制御部１８５による
受信モードの切り替え制御処理に主に着目して説明する。
【００６８】
　当初においては、放送受信装置１００では受信モードが「独立動作受信モード」となっ
ており、制御部１８５が、データ希望局に対応する選局指令ＣＳＬ1をＲＦ処理ユニット
１２０1へ送るとともに、利用者により選局指定された音声希望局に対応する選局指令Ｃ
ＳＬ2をＲＦ処理ユニット１２０2へ送っているものとする。また、制御部１８５は、信号
合成部１３１へ向けて、ＲＦ処理ユニット１２０1，１２０2から送られる信号ＩＦＤ1，
ＩＦＤ2を合成すべきではないことを指定した合成制御指令ＳＮＣを送っているものとす
る。
【００６９】
　こうした状態で、ＲＦ処理ユニット１２０1から出力された信号ＩＦＤ1は、検波部１３
２1へ送られ、検波部１３２1により検波処理が施された検波信号ＤＴＤ1が、データ信号
用復号部１３３へ送られる。また、ＲＦ処理ユニット１２０2から出力される信号ＩＦＤ2

は、検波部１３２2へ送られ、検波部１３２2により検波処理が施された検波信号ＤＴＤ2

が、ステレオ復調部１３４へ送られる。そして、制御部１８５は、データ信号用復号部１
３３から送られる同期報告ＳＹＮを受けているものとする。
【００７０】
　このような状況のもとで、図８に示されるように、まず、ステップＳ１１において、制
御部１８５が、同期報告ＳＹＮの内容から「道路交通情報」を担うデータ信号のブロック
同期が取れているか、すなわち、「道路交通情報」の受信が可能か否かを判定する。この
判定の結果が肯定的であった場合（ステップＳ１１：Ｙ）には、ステップＳ１１の処理が
繰り返される。一方、ステップＳ１１における判定の結果が否定的であった場合（ステッ
プＳ１１：Ｎ）には、処理はステップＳ１２へ進む。
【００７１】
　ステップＳ１２では、制御部１８５が、受信モードを「ダイバーシティ受信モード」に
遷移させる。このステップＳ１２における「ダイバーシティ受信モード」への遷移制御で
は、制御部１８５は、利用者により選局指定された音声希望局に対応する選局指令ＣＳＬ

1，ＣＳＬ2をそれぞれＲＦ処理ユニット１２０1，１２０2へ送る。また、制御部１８５は
、信号合成部１３１へ向けて、ＲＦ処理ユニット１２０1，１２０2から送られる信号ＩＦ
Ｄ1，ＩＦＤ2を合成すべきことを指定した合成制御指令ＳＮＣを送る。
【００７２】
　こうした状態で、信号合成部１３１から出力された信号ＳＮＤは、検波部１３２2へ送
られ、検波部１３２2により検波処理が施された検波信号ＤＴＤ2が、ステレオ復調部１３
４へ送られる。また、「ダイバーシティ受信モード」では、信号合成部１３１から出力さ
れた信号ＳＮＤは、検出部１８１2にも送られる。そして、検出部１８１2において信号Ｓ
ＮＤの受信品質に関する情報である信号レベルＳＬＤ2、マルチパスレベルＭＰＬ2、下方
隣接局レベルＮＬＭ2及び上方隣接局レベルＮＬＰ2が検出され、制御部１８５へ送られる
。
【００７３】
　次に、ステップＳ１３において、制御部１８５が、検出部１８１2から送られたレベル
ＳＬＤ2，ＭＰＬ2，ＮＬＭ2，ＮＬＰ2に基づいて、信号ＳＮＤの受信品質を評価すること
により、音声希望局放送波の受信品質を評価する。引き続き、ステップＳ１４において、
第２放送波の受信品質が所定の値以上であるか否かを判断することにより、音声希望局放
送波の受信品質が良好であるか否かを判定する。この判定の結果が否定的であった場合（
ステップＳ１４：Ｎ）には、処理はステップＳ１５へ進む。ステップＳ１５では、制御部
１８５が、「独立動作受信モード」への遷移条件であるデータ希望局放送波の受信品質切
替閾値ＴＨを「ＴＨ１」に設定する。この後、処理は、後述するステップＳ１７へ進む。
【００７４】
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　一方、ステップＳ１４における判定の結果が肯定的であった場合（ステップＳ１４：Ｙ
）には、処理はステップＳ１６へ進む。ステップＳ１６では、制御部１８５が、データ希
望局放送波の受信品質切替閾値ＴＨを「ＴＨ２（＜ＴＨ１）」に設定する、この後、処理
はステップＳ１７へ進む。
【００７５】
　ここで、音声希望局放送波の受信品質が良好である否かの判定に用いる所定の値、デー
タ希望局放送波の受信品質切替閾値ＴＨ１，ＴＨ２は、音声信号に基づく音声の聴取を確
保しつつ、「道路交通情報」を取得する観点から、実験、シミュレーション、経験等に基
づいて、予め定められる。
【００７６】
　ステップＳ１７では、制御部１８５が、暫定的に所定期間にわたって受信モードを独立
動作受信モードに切り替えて、データ希望局放送波の受信品質ＲＤＱの評価を行う。この
ステップＳ１７における「データ希望局放送波の受信品質の評価」の制御では、制御部１
８５は、データ希望局に対応する選局指令ＣＳＬ1をＲＦ処理ユニット１２０1へ送る。ま
た、制御部１８５は、信号合成部１３１へ向けて、ＲＦ処理ユニット１２０1，１２０2か
ら送られる信号ＩＦＤ1，ＩＦＤ2を合成すべきではないことを指定した合成制御指令ＳＮ
Ｃを送る。
【００７７】
　ここで、「所定期間」は、利用者が選局指定した音声放送の快適な聴取を妨げないほど
十分短い期間であり、実験、シミュレーション、経験等に基づいて、予め定められた期間
である。また、「暫定的」な「独立動作受信モード」への切り替えとは、「ダイバーシテ
ィ受信モード」の期間中に、所定期間だけ受信モードを「独立動作受信モード」に切り替
えることでデータ希望局放送波の受信品質に関する情報を取得し、所定時間が経過した後
に、受信モードを「ダイバーシティ受信モード」に復帰させることをいう。
【００７８】
　こうして状態で、ＲＦ処理ユニット１２０1から出力された信号ＩＦＤ1は、検出部１８
１1に送られ、検出部１８１1において信号ＩＦＤ1の受信品質に関する情報である信号レ
ベルＳＬＤ1、マルチパスレベルＭＰＬ1、下方隣接局レベルＮＬＭ1及び上方隣接局レベ
ルＮＬＰ1が検出される。そして、制御部１８５は、検出部１８１1が検出したレベルＳＬ
Ｄ1，ＭＰＬ1，ＮＬＭ1，ＮＬＰ1に基づいて、信号ＩＦＤ1の受信品質を評価することに
より、データ希望局放送波の受信品質ＲＤＱを評価する。こうしてデータ希望局放送波の
受信品質が評価されると、制御部１８５は、暫定的に独立動作受信モードに変更した受信
モードを、ダイバーシティ受信モードに復帰させる。この後、処理はステップＳ１８へ進
む。
【００７９】
　ステップＳ１８では、制御部１８５が、データ希望局放送波の受信品質ＲＤＱが、受信
品質切替閾値ＴＨよりも大きいか否かを判定する。この判定の結果が否定的であった場合
（ステップＳ１８：Ｎ）には、処理はステップＳ１３へ戻る。
【００８０】
　一方、ステップＳ１８における判定の結果が肯定的であった場合（ステップＳ１８：Ｙ
）には、処理はステップＳ１９へ進む。このステップＳ１９では、制御部１８５が、受信
モードを確定的に「独立動作受信モード」に遷移させる。この後、処理はステップＳ１１
へ戻る。ここで、「確定的」な「独立動作受信モード」への遷移とは、上述したステップ
Ｓ１２において「ダイバーシティ受信モード」に遷移するまでは、「独立動作受信モード
」を継続することをいう。
【００８１】
　以上説明したように、本実施形態では、受信モードが「ダイバーシティ受信モード」の
ときに、制御部１８５が、定期的に、所定時間にわたって、データ希望局に対応する選局
指令ＣＳＬ1をＲＦ処理ユニット１２０1へ送る。また、制御部１８５は、信号合成部１３
１へ向けて、ＲＦ処理ユニット１２０1，１２０2から送られる信号ＩＦＤ1，ＩＦＤ2を合
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成すべきではないことを指定した合成制御指令ＳＮＣを送る。そして、制御部１８５は、
検出部１８１1が検出したレベルＳＬＤ1，ＭＰＬ1，ＮＬＭ1，ＮＬＰ1に基づいて、デー
タ希望局放送波の受信品質ＲＤＱを評価する。次いで、制御部１８５は、データ希望局放
送波の受信品質ＲＤＱが、第２放送波の受信品質により定まる受信品質切替閾値ＴＨより
も大きいときには、受信モードを確定的に独立動作受信モードに切り替える。
【００８２】
　このように、本実施形態では、「ダイバーシティ受信モード」から「独立動作受信モー
ド」に確定的に切り替えるタイミングを、データ希望局放送波の受信品質及び音声希望局
放送波の受信品質に基づいて判断するため、確定的に「独立動作受信モード」に切り替え
た際には、データ希望局から送信されるデータ信号を受信することができる。また、本実
施形態では、「ダイバーシティ受信モード」の期間中に、所定期間だけ受信モードを暫定
的に「独立動作受信モード」に切り替えて、データ希望局放送波の受信品質を評価するた
め、ダイバーシティ受信効果を損なうことがない。
【００８３】
　このため、放送信号にデータ信号を含んだ放送局から送信される放送波、及び、当該放
送局とは異なる放送局から送信される放送波を受信するに際して、道路交通情報等のよう
な重要情報の取得を極力確保するとともに、放送番組の再生品質の確保にも貢献すること
ができる。
【００８４】
　したがって、本実施形態によれば、放送信号にデータ信号を含んだ放送を受信し、適切
な受信処理を行うことができる。
【００８５】
　［実施形態の変形］
　本発明は、上記の実施形態に限定されるものではなく、様々な変形が可能である。
【００８６】
　例えば、上記の実施形態では、音声希望局放送波の受信品質に基づいて定める「独立動
作受信モード」への遷移条件であるデータ希望局放送波の受信品質切替閾値ＴＨを、２段
階とすることとした。これに対して、受信品質切替閾値ＴＨを、音声希望局放送波の受信
品質に依存させることなく一定の値とするようにしてもよい。また、受信品質切替閾値Ｔ
Ｈを、音声希望局放送波の受信品質の変化に応じて、３段階以上に段階的に変化させるよ
うにしてもよいし、音声希望局放送波の受信品質の変化に応じて、連続的に変化させるよ
うにしてもよい。
【００８７】
　また、上記の実施形態では、放送波の電界強度を反映した信号レベル、マルチパスフェ
ージングの影響度を反映したマルチパスレベル、選局指定されている放送局の下方隣接局
の信号の混入度を反映した下方隣接局レベル、及び、選局指定されている放送局の上方隣
接局の信号の混入度を反映した上方隣接局レベルに基づいて、放送波の受信品質を評価す
ることとした。これに対して、例えば、放送波の電界強度を反映した信号レベルのみに基
づいて、放送波の受信品質を評価するようにしてもよいし、放送波の電界強度を反映した
信号レベル及びマルチパスレベルに基づいて、放送波の受信品質を評価するようにしても
よい。また、放送波の電界強度を反映した信号レベル、並びに、下方隣接局レベル及び上
方隣接局レベルに基づいて、放送波の受信品質を評価するようにしてもよい。
【００８８】
　また、放送波の受信品質を評価するに際しては、検波部により検波処理が施された検波
信号の高周波成分の信号レベルを検出し、当該高周波成分の信号レベル（高周波ノイズレ
ベル）を利用して、放送波の受信品質を評価するようにしてもよい。
【００８９】
　また、上記の実施形態では、「ダイバーシティ受信モード」の期間中に行う音声希望局
放送波の受信品質の評価は、ＲＦ処理ユニット１２０1，１２０2から送られる信号ＩＦＤ

1，ＩＦＤ2を合成した信号ＳＮＤの受信品質を評価することにより行った。これに対して
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音声希望局放送波の受信品質を評価するようにしてもよい。
【００９０】
　また、上記の実施形態では、２チューナ構成としたが、アンテナとＲＦ処理ユニットと
の対を３対以上とすることもできる。例えば、４チューナ構成を採用する場合には、２つ
のチューナをＲＦ処理ユニット１２０1に対応させて、他の２つのチューナをＲＦ処理ユ
ニット１２０2に対応させることができる。
【００９１】
　また、上記の実施形態では、「道路交通情報」を担ったデータ信号を受信して処理する
こととしたが、受信処理するデータ信号としては、「道路交通情報」以外の情報であって
もよい。
【００９２】
　また、本発明を、例えば、欧州で実施されているＲＤＳ方式等の音声信号にデータ信号
が多重化されて放送される情報伝送システムに対応した受信装置に適用することができる
のは、勿論である。
【００９３】
　また、上記の実施形態においては、車両に搭載される放送受信装置に本発明を適用した
が、車両以外の他の移動体に配置される放送受信装置にも本発明を適用することもできる
し、スマートフォン等の携帯端末装置に配置される放送受信装置にも本発明を適用するこ
とができる。
【００９４】
　なお、上記の受信制御ユニットの一部又は全部を中央処理装置（ＣＰＵ：Central Proc
essing Unit）等を備えた演算部としてのコンピュータとして構成し、予め用意されたプ
ログラムを当該コンピュータで実行することにより、上記の実施形態における受信制御ユ
ニットの機能を実現するようにしてもよい。このプログラムはハードディスク、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ、ＤＶＤ等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録され、当該コンピュータ
によって記録媒体から読み出されて実行される。また、このプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ
、ＤＶＤ等の可搬型記録媒体に記録された形態で取得されるようにしてもよいし、インタ
ーネットなどのネットワークを介した配信の形態で取得されるようにしてもよい。
【符号の説明】
【００９５】
　１００　　…　放送受信装置
　１２０1 　…　ＲＦ処理ユニット（第１受信部）
　１２０2 　…　ＲＦ処理ユニット（第２受信部）
　１３２1 　…　検波部（第１信号処理部の一部）
　１３２2 　…　検波部（第２信号処理部の一部）
　１３３　　…　データ信号用復号部（第１信号処理部の一部）
　１３４　　…　ステレオ復調部（第２信号処理部の一部）
　１８５　　…　制御部
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